
 2009年１月14日

『今期の044 新宿・池袋・中野Div.における、
「JPA Tokyo Area Team Championship 2009」

の出場権利獲得条件について』

※既に権利を持っているチーム（サム来‐宗家，パリカリ）
のうち１チームと、権利をもっていない３チーム（＝α，β，γチーム）

がプレーオフに進出した場合

※既に権利を持っている２チームと、
権利をもっていない２チーム（＝α，βチーム）が

プレーオフに進出した場合

決勝＝　α　対　権利保持チーム、　３位決定戦＝　β　対　γ
→→→αチームは権利獲得、

３位決定戦に勝ったチームが繰り上がり権利獲得。

決勝＝　α　対　β、　３位決定戦＝　行いません
→→→α，βチームが権利獲得。

パターン１

パターン２

プレーオフは、リーグ上位３チームとワイルドカード１チーム
（ＷＣ，４位～10位チームの中からくじ引きにて選出）で、

準決勝～決勝が行われます。そのときの組み合わせは、
《１位　対　ＷＣ》《２位　対　３位》です。

（今シーズンより１シーズン内に５試合以上不戦敗を出したチームはくじ引きに参加できません。）

原則として、プレーオフ決勝に進出した２チームが、
今夏のラスベガス決勝大会への切符をかけた

「JPA Tokyo Area Team Championship 2009」の出場権を得ます。
（「JPA Tri Cup for Spring 2009」は、プレーオフ決勝に進出した２チームが出場権を得ます。）

以下に、既に権利を持っているチームがプレーオフに進出した場合の、
繰上げ権利獲得についてのパターンを示します。

パターン３

パターン４

パターン５

決勝＝　α　対　権利保持チーム、　３位決定戦＝　行いません
→→→αチームとβチームは自動的に権利獲得。

決勝＝　α　対　β、　３位決定戦＝　行いません
→→→αチームとβチームは自動的に権利獲得。

決勝＝　権利保持ﾁｰﾑ　対　権利保持ﾁｰﾑ、　３位決定戦＝　α　対　β
→→→３位決定戦に勝った１チームのみが新たに権利獲得。



 2009年１月19日

パターン７
決勝＝　権利保持ﾁｰﾑ　対　権利保持ﾁｰﾑ、　３位決定戦＝　行いません

→→→αチームがワイルドカードチームでない場合は権利獲得。

※既に権利を持っている３チームと、
権利をもっていない１チーム（＝αチーム）が

プレーオフに進出した場合

パターン６
決勝＝　α　対　権利保持チーム、　３位決定戦＝　行いません

→→→αチームは自動的に権利獲得。

パターン３

パターン４

パターン５

決勝＝　α　対　権利保持チーム、　３位決定戦＝　行いません
→→→αチームとβチームは自動的に権利獲得。

決勝＝　α　対　β、　３位決定戦＝　行いません
→→→αチームとβチームは自動的に権利獲得。

決勝＝　権利保持ﾁｰﾑ　対　権利保持ﾁｰﾑ、　３位決定戦＝　α　対　β
→→→３位決定戦に勝った１チームのみが新たに権利獲得。

『今期の066 東東京Div.における、
「JPA Tokyo Area Team Championship 2009」

の出場権利獲得条件について』

※既に権利を持っているチーム（CR Pool Monster，ルパン本店，マイペンライ）
のうち１チームと、権利をもっていない３チーム（＝α，β，γチーム）

がプレーオフに進出した場合

※既に権利を持っている２チームと、
権利をもっていない２チーム（＝α，βチーム）が

プレーオフに進出した場合

決勝＝　α　対　権利保持チーム、　３位決定戦＝　β　対　γ
→→→αチームは権利獲得、

３位決定戦に勝ったチームが繰り上がり権利獲得。

決勝＝　α　対　β、　３位決定戦＝　行いません
→→→α，βチームが権利獲得。

パターン１

パターン２

プレーオフは、リーグ上位３チームとワイルドカード１チーム
（ＷＣ，４位～10位チームの中からくじ引きにて選出）で、
準決勝～決勝が行われます。そのときの組み合わせは、

《１位　対　ＷＣ》《２位　対　３位》です。
（今シーズンより１シーズン内に５試合以上不戦敗を出したチームはくじ引きに参加できません。）

原則として、プレーオフ決勝に進出した２チームが、
今夏のラスベガス決勝大会への切符をかけた

「JPA Tokyo Area Team Championship 2009」の出場権を得ます。
（「JPA Tri Cup for Spring 2009」は、プレーオフ決勝に進出した２チームが出場権を得ます。）

以下に、既に権利を持っているチームがプレーオフに進出した場合の、
繰上げ権利獲得についてのパターンを示します。


